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Abstract 

In this paper the criticism to the Bohm's quantum theory has been discussed in the 

beginning. Then a formalism change of this theory from its original form to recent 

one is shown. The differences between the normal Copenhagen interpretation and 

that of Bohm's quantum theory are possible to be seen. Bohm's new idea and new 

terms such as implicate and explicate order， process， unfold and enfold are discussed 

to give an interpretation to the theory. This is also able to show that Bohm theory 

requests the radical change about our world-picture. 
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ボーム理論はなぜ要請されるか 様々

な反論への回答にかえて

物理学には量子力学の標準解釈1なるものがあ

り，近年いくらか状況が変わってきたとはいえ，

いまだに標準解釈は丈字通りに標準と目されてい

る. これは， I量子力学のコペンハーゲン解釈」

と呼称され，某本的にここからはみ出すものは異

I量子力学に「標準解釈」あるいは「通常解釈」なるも

のがあるのか， ということについて， BohmとHil巴yは， コ

ペンハーゲンj百の学者の見解にも微妙な差異があることを

認めつつ，例としてBohrと vonN巴umanとWign巴r

を引き合いに出し，これらを「通常解釈」と呼ぶとしてお

り本論も彼等の呼称を継示することにする.

端的解釈とされる.だが，標準解釈では観測がな

されていない場合の系が「実際に」どうなってい

るかについてはまったく説明できない.それどこ

ろか，かかる標準解釈においては，観測されてい

ない系について具体的に言及すること自体を禁じ

ているのである. しかしながら， これでは，科学

理論が提示するものは，認識論だけということと

なり，存在論へは一切寄与することが不可能にな

る.ここに標準とは異なる解釈や理論を検討する

意義がある.

現行の標準解釈が決定的に優勢となったのは

1927年のソルベイ会議だとされる この会議で

コペンハーゲン派に抗してパイロット波の理論を

提示したド・ブロイは痛烈な批判にさらされ，以
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後，アンチ・コペンハーゲン解釈，そして量子力

学の理論を解釈するということついては徐々に下

火となっていった.そして，やがてそうした研究

そのものがタブー化されていったのである.

だが， 1927年に提示されたパイロット波の理論

は，ボーム理論の先駆けとなった.その後，ボー

ムがパイロット波理論に向けられたすべての反論

に対して明確に答えられるような形に理論を洗練

させて世に問うたのが1952年2である.以後，ボー

ムの量子論は，標準理論へのもっとも強力なアン

チとして今日までその命脈をつないでいる.実際，

この理論に対しては，中世紀にわたって数多の批

判が浴びせられてきたが，そのいずれもが決定的

な批判!とはなりえていない.なぜならば，ボーム

の理論は，通常の理論が1]"う理論予測と寸分の違

いもなく同ーの結果を予測するからである.異なっ

ているのは，その理論形式とその背後にある自然

観，あるいは哲学である.

標準的な量子力学では，観測機器と対象系との

相互作用によって系の状態は一意に決定し，それ

に伴って系の固有状態と固有値が決る. しかし，

観測がなされた瞬間に系の時間は止まってしまう.

つまり，対象系は観測がなされた瞬間に，ある一

つの固有状態に収束するが，次の観測が11われる
まではどのような経路をとってどこへ至るのか，

あるいは，そもそも系がどんな状態にあるかは分

からない.理論は考えられる状態の確率を予測す

るだけである.こうした量子力学の現状を称して

MillerとWheelerは標準解釈の届く世界像を

Smoky dragonと表現する九なぜならば，最初

と最後(頭と尻尾)は判明するが，両者の聞がど

うなっているかがまったく分からなL、からだ.

対象がドラゴンならば(ここではドラゴンにマ

クロ物質を代表させている)，雲に隠れた身体は

見えないだけで確実に存在しているはずである.

だが量子力学は， このドラゴンの身体が状態関数

の重ね合わせだと主張する.そして，それが我々

の理論や観測技術の不充分さのためではなく，世

界は実際に，観測されない場合は，状態関数の重

ね合わせである， と考えるのが標準解釈の立場で

ある.一万，雲に隠れているだけでドラゴンの身

体は一意に存在するはずである，と考えると諸々

の隠れた変数理論へと至る.つまり，相補性をた

だ単にepistemologicalなものと考えればontolo

gicalな対象が観測の有無に関係なく存在すると

考えていることになる. こう解釈した場合，相補

性は単に巴pistemologyに関わるだけであり，存

在の核心に関わる性質ではないことになる. しか

し，相補性が本質的なontologyであると解釈す

れば対象は我々が観測を施さなくては確固たる存

在にはならなt)4. 

ボーム理論は相補性をepistemologicalなもの

と考える.そして， この理論によってontologica

!な対象を「思い描くこと」が可能になる. もし，

相補性がontologyなら， 世界には確固たる形姿

がないことになる. ボーム士里論?は世界を

ontologicalに描こうとするのであり，ボームの

言葉を用いれば現1]"の量子力学の理論は

quantum nonmechanics'と言わざるをえないも

のである.

だが，粒了ーがontologicalに軌跡を届くことが

理論的に予測されても，ボーム理論は「実際に」

粒子がその軌跡を移動しているという主張をして

いるわけではない Hileyは次のように述べてい

る.すなわち， Iそれは分からない.見ることは

できないが存在するとlmagmeできるのみだJ6，

と.ボーム理論では，軌跡を「思い届く」ことと

その軌跡を実体的粒子が「現実に」飛期している，

ということとは注意深く分けられている.ボーム

理論であっても「実際に」どこを粒子が飛期して

いるのかは謎である.これは，現実にし、かなる方

法をもってしでも粒子の軌跡を見ること(観測す

ること)が凶理的に不可能であることによる.だ

が，我々は「粒子はボーム理論によるとP二 ¥lS
という軌跡を飛期している」と述べることが可能

になる.繰り返しになるが，現実にどこを粒子が

飛期していようが，それは問題ではない.重要な

のは，実際にどこを飛期しているのか，というこ

とではなく，どこかは分からないが，確かに飛ん

でいる，ということである.そもそも標準解釈で

は「粒子がAからBへ飛期する」という言表自体

カ1ナンセンスfごったの75. あるいは， こうしたピ

クチャー自体を無意味であると拒絶するのである.

だがボーム理論は粒子がAからBへ飛珂している，

ということを言表可能にするのである.すなわち，

ボーム理論は， ontologicalな形をを対象に持た
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せることに成功したのである.

ところが，ボーム理論への反論は絶えなL、
その要点は， Zeh7に要約される.Zehは， Iボー

ムの量子力学が成功している点はシュレーディン

ガ一波動力学を完全に満たすということにすぎな

い.ところが観測の場合には意味がない(軌跡は，

そもそもunobservableだからmeaninglessである

と述べる).それはただ古典的な先入観を基盤に

するだけだ」と述べるのである.また， 日本では

「ボーム理論はすでに過去のものとなっているf

という見方が大、1':である" Zehの批判lの前、1':部

分への回答は上記してきた通りである.後、1':部分

への回答は「では，世界は観測されていない時に

は具体的にどんな存在としてあるのか」と逆に問

いを投げかけたい.なぜならば，私は今，山形大

学1:学部の自室にいるが，私が観測できない場所，
例えば東京は，非存在なのだろうか? あるいは，

誰にも発見されることなく切り立った山岳の崖っ

ぷちに咲く一輪のスミレは誰にも発見されない，

つまり観測されないが故に非存在であろうか?

議論を容易にするために卑近なマクロの例を引き

合いに出したが， ミクロにおいても同様の存在の

パラドクスが生じることは確実だからである.結

局， これらの存在のリアリティーを標準解釈はど

う但保するのだろうか吋? 忠実に標準解釈に従

うとそれはシュレーディンガーの猫と同じ状態に

ある.つまり，波動関数の重ね合わせの状態であ

11 この反論の根幹には物盟学者集団の社会的かっ歴史的

な背景が色濃くある.たしかにBohmとHileyが述べるよ

うに， 1927年にド・フロイの埋論が採用され， 2お5千年「

現在の標標《準解釈を誰かが言い山したら状況はまるで之逆申転五

していたことfだだ乙ご、ろう (Th巴undiviほd巴dun凶1廿lV巴rs巴p4心). 

iii Hil巴yはunobs巴rvabl巴ということがなぜ批判されるの

か分からない， と述べる. ……Yet in quantum 
m巴chanicsth巴wav巴functionis 'unobs巴rvabl巴， but 

I never hear anybody calling it m巴日ningl巴日日 と

(文献6参照)• 

lVボームの名が出たとたんにアレルギ一反応を起こす物

理学者もいる.また，物理学に哲学的考祭を施すことに

嫌悪感や敵意を抱く物理学者すらいる. ここにも物理学

者集団と物理学の陪史的成立の背後に秘められた特徴を

かいま見ることがで=きると言えそうである.

V こうした議論に対する「そもそも文脈-cont巴xtーが異なっ

ている.物理学はそういう問題を問題とは認めない」と

いう反論には， Iそれほどまで1こcont巴xtが異なった原因

は何か」と問い返えそう.
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る.だが，実際に観測されていない世界は本当に

非リアルなのだろうか? 現象は「観測された現

象」となるまでは現象ではないv¥ のと同様に観

測されていないものは存在ではないのだろうか?

標準解釈に従う限り観測されていなければそれ

を存在とも現象とも称することはできないことに

なる. これらに確固たるリアリティーを与えるの

がボーム理論である.また，それによって数々の

量子論のパラドクスに一貫した凶等を与えること

が可能になる. これは，いくらでも強調しなくて

はならないボーム士呈論?の利d点である.

本論はボーム理論の初期形式から説き，現在ど

んな形式を有するかを述べる.形式を概観するこ

とは，ボーム理論の世界観を議論する基盤である.

そしてそれは，ボーム理論が古典的な先入観に縛

られているだけだというZehの批判への回等にも

なるだろう.

結論を先取りして述べれば，ボーム理論は世界

観の変貌を要求しているのである.かくして， こ

れは物理学内部にのみ留まるような問題ではなく，

世界観についての科学理論であり，世界観につい

ての一つの思想なのである.

2 古い形式のサマライズ

まず1952年の理論形式を概観しておく.

波動関数を甲 =Rexp(iS I h)と書いてシュ

レーディンガ一方程式

a'P 1i2 今

i1i":"":""=一一-VL'P+ V'P 
at 2m 

へ代入し，実数部分と虚数部分に分けると，

、、』ノ
4
l
i
 

/
f
t
¥
 

dS . (¥7Si . TT  h2 V2R 
一一+一一一+Vー←一一一一=0 (2) 
dt 2m 2m R 

aR2 _ (、vsi
一一+¥7.1RL一一 1=0
dt m J 

を得る. (3)式は虚数部分から導出された確率保

存方程式であり，P=R2で確率である.(2)式

、、JノqべU
/
t
t
¥
 

vi WignerはiLGべる'Noph巴nom巴nonwas a ph巴nom巴

non until it was an obs巴rv巴dph巴nom巴non'であると.
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は実数部分から導出され，第4J頁が第2J頁にくら

べて極端に小さい場合は第 4項を無視して

dS (VS)2 
一一+ムーームー+V=Oとなる では第 4項
dt 2m 

11? V2R 
一一一-一一ーが無視できない場合はどうなるのか.
2m R 

これがボーム理論の要である.つまり，ポテンシャ

ノレVへの付加項として VIII，量了会ポテンシャル

内一
R

が一

M
Q
 

(4) 

が定義される.故に量了会 Hamilton -J aco bi方程

式は，

dS (vst 
一一+-'-ーι+V+Q=O (5) 
dt 2m 

となる.

以上をどう考えるのか. sはHamilton's

dS 
principle関数であり， で一=-Eとvs=p

dt 

を満たす. (5)式はエネルギー保存式でもあり，

粒子はミクロ系においてもvs=pの軌跡を侍っ
と考えられる.そして粒子は運動方程式

mt=-vσ)-V(Q) ¥
】
J
ノ

ρ
h
U
 

/
f
t
¥
 

を満たす.つまり粒子には占典力と量子力が同時

に働いており，量子力が弱いときには右辺第2J頁

を無視できる.つまり完全な占典力学の運動方程

式と一致する.かくして，ボーム理論は古典力学

と量子力学の聞に力学的に非常にクリアーな対応

関係を見せるのである.

さらに多体系の場合10 量子Hamilton -J aco bi 

Vll占会典H日.milton-ゐcobi方程式

Vlllだからといって皇子ポテンシャルは占典ポテンシャル

と質的に同じということではない.皇子ポテンシャルは系

をとりまく informationを含むinformationpot巴ntialで、

ある. ここで言うinformationとはシャノンが物理学の一

分野として確立し，定義した静的な「情報」ではなく，

白発的活性を持ったものと解釈される.

lX例えばEPR相関の最大距離は年々 大きくなってゆくが，

方程式は，

子会エ(取)¥V十Q=O 、lノ
η
I
l
 

〆
f
t
¥

となり，量子ポテンシャルは，

Qーが手(V~R)
一一2m R ( 8 ) 

である. こうした定式化はEPR等の相関性を量

子ポテンシャルの相関性から一貫して説明する方

法を提示する.相関性の有無は量了ポテンシャル

の非同所性の有無に関わることになる.例えば，

量子ポテンシャルが

色、.‘‘
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のように個々の粒子による量了ーポテンシャルの加

算で表現される場合には，個々の粒子は完全に独

立して振る舞う.つまり非同所性は失われており，

粒子同志の相関性が切れて，粒子は局所的に振る

舞うのである.量子ポテンシャルが非同所性を失

う条件は(量子ポテンシャルが上記のような加算

で表現される条件は)，系の波動関数が個々の粒

子の波動関数の積，

'P(円，ち ι，t)=ゆ1(円，t)o2 (r2，t) 仇(ι，t)

と表現される場合である.

マクロ物質の聞には特別な場合を除いて有意な

非同所的相関性はない.つまり，マクロ系では波

動関数が積の形になると考えられる. しかし，当

初，相関していたもの|司士の相聞がいつどのよう

に切れ，結果として非局所性がどの段階において

消えるのかは充分に分かつてはいない.言い方を

変えれば，どのようなメカニズムで系の全状態が

波動関数の積の状態に変化するのかが体系的に判

明しているわけではないてだが，非局所性があ

なぜその距離に最大値があるのかは不明である.理論的

には，外的な擾乱がなければ無限遠方まで相関性が維持

されていなくてはならないからだ.非局所性の喪失の例

はI30hmとHil巴yの文献 1，p151で披われており， 占典領

域で皇子ポテンシャルが喪失する理論を展開している.
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る段階で消えるのは事実である.これは今後の研

究を待たなければならない.

以上がボーム理論の初期形式の骨格と要点であ

る.明らかにまだ波動力学の影響が色濃くあり，

それがボーム理論の理解を困難にしている.量子

力学とボーム理論は異なった理論だからだ.同ー

の現象を異なった理論で扱っているのである.だ

が，色濃く残る波動力学の影響から量子力学の理

解にボーム理論の理解がひきずられてしまいこの

理論のへの真の理解を拒んでいる.ところが近年，

様相は一変している.

3 :近年の発展

ディラックはハイゼンベルグの1]"列力学とシュ

レーディンガーの波動力学の同等性を示した.こ

れと同じように上記した理論をハイゼンベルグ形

式で展開することが可能なはずである.以下では

ここ数年で得られた知見をできるだけ簡潔にサマ

ライズする 11

ある事象Eがあったとする三我々が見る秩序で

あるEはexplicateorderでの秩序である.ここで，

ある process Plが巴xplicate order tこE を

implicate orderから unfoldし processP2が

implicate order tこEをenfoldしたとする.さら

にenfoldとunfoldのprocessパラメーターを τと

する(このτは何であってもこの議論には直接関

係なLサ.すると，事象との近似性xi12から(ある

いはenfoldingとunfoldingがautomorphismであ

ることから)，

E'(τ1 )町=P2E(τJ(τ2>τ1 ) 
は

↓
E

p

j

 

象

i
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事

ιい

て
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し

P
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ぺ

=

ふ川

N
I
l
l
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h
り

，

j
f
E
I、

あ

E

で

、、Jノnud
 

f
k
 

と記述できる. ここで一連のprocesspを単純化

のため

P=叫[-inH(τ2 -r1)J 
とする τ2ーτIが充分に小さければ(9 )式は

x以下ボーム独特の用語process，巴xplicat巴， implicat巴，

巴nfold，unfoldなどを意図的に英語で書く.

Xlボームは，これを以下のようなグリセリンの例を用い

て解説している.日く「一泊のインクをグリセリンの中
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E' = (1 + inHi1τ)E(l-inHi1τ) 川

なので， processパラメーター τを時間とみなせ

ば，ハイゼンベルグの運動方程式

与す[H，EJ 、lノ
寸

l
i--

〆
f
t
¥

を得る.

ここで E= l¥f)(¥flとして山へ代入すると，
シュレーディンガ一方程式とその共役形式

減 I'P)=HI'P)と減('PI= -H('PI 

を得る さらに， I'P)をA=叫 [iS(υ)J
とし， (甲|をB=叫[-iSt (υ)とする
すなわちE=ABとして(12)へ代入することで，

commutatorとanti-commutatorとの関係式，

すなわち[A，B 1 = AB-BA (commutator)と

へ垂らしてグリセリンを撹祥機で右lこn回転させるとイン

ク滴は消えてしまうが，左へn回転させると消えていたイ

ンク滴が現れるJ，と. ボームは十世界の秩序とはこのよう

なものだと考えるのである. ここで，インク滴はグリセ

リンの中lこenfoldされ内蔵されていたのである.すなわ

ち，見えないだけで，秩序は十世界の深部にいわば内包さ

れていたのである. これを逆回転させて山現させること

をunfoldと呼び， こうして山現する秩序を巴xplicate

orderと呼ぶ. ここでは，右へn回転させてimplicat巴し

た事象Eと左へn回転させて再び、巴xplicat巴したE'，が
その一連の生成・消滅の過程でちょうと。裏表の関係にあ

るために， これを同等としてよい， ということを表して

いる.

Xllなぜこのような単純化が可能なのかと言えば，他な

らぬPが 'proc巴日ぜだからである. もし，パラメーター
が時間であればprocessPは時間推進演算子そのもので
ある.また，これは恐意的な仮定ではない.なぜならば，

Goldsteinが述べるように占典力学においてもハミルトニ

アンは「時間推進の生成演算子」と解釈されるからであ

る (H.Goldst巴in，Classical M巴chanics，p407-408. 

2nd巴d.R巴ading，MA: Addison-Wesl巴Y，1980). だ

からここに「τ推進の演算子」を持ってくるのである.

またJ.J. SakuraiもこのGoldst巴mの議論からシュレー

ディンガ一方程式を導いている(J.J. Sakurai，現代の

量子力学(上) p95-96 吉岡書厄 1989 Modern 

Quantum M巴chanics，Th巴B巴njamin1985). 
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[A，Bl =一(AB+BA) (a山 ommu凶 or)
を導くことができる 13 さらに，簡単化の為に密

度行列を純粋状態

p = 10/)(0/1とすると，

同p+[p，Hl=0 (13) 

州 p+[p，Hl=0 (14) 

を得る. ただしdtはanti-commutatorに付随
したanti-derivation'山である.

さて， (13)式のL…M 程式を(rlとIr)
で挟み込むと，

(r¥p¥r)=¥}I*(り)¥}I(げ)=P(υ) 
となり， ここでPは確率密度である.そして，

itzdtPか，小(r¥[p，HJJr) = 0α 
"02 

を得る. ここに，H=ー-+Vを代入すると，
Lm  

(r¥[p，HJJr)= itzVjとなる つまり，

dtP + Vj = 0 (16) 

となり連続方程式である.

ω式については，これもや卜 ¥r)と挟み込み
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即座に，

P(r，t)り(rj)+j(r|[叫 ¥r)=0 
(17) 

となる.なお，この方程式はゲージ普遍性を有す

ることがBrownとHileyによって示されている

ノ
¥ーし詳るなと

寸
1
1
1
1
1
1
1
」

¥
I
l
i
-
-
/
 

Q
μ
'
 
t
 

一
「
A
U

/
i
l
l
1
1、

α
 

βυ' 

¥、
l
i
l
-
-
Jノ
α
 
f
 

一
「
H
U

/
F
I
l
l
-
-
k、

「
E
E
E
E
E
E
E
E
E
L

一一
Q
U「α
 
f
 

ー=」
U

X
 

はHil巴yの文献6，p11を参照のこと.

XIV参考文献11を参照

ここで， (1吋lこH=主+Vを代入すれば，
2m 

(V々 }zh2V2R
aぷ+弓計 2mプニ+V(r)=O

(18) 

となり， (5)式と同様の量了.Hamil ton -J aco bi方

程式を得る.

以上が近年のボーム理論の形式である. ここに

は数学的にも論理的にも一切のえさ、意性はない.そ

して，注目すべきは理論展開の出発点をボーム独

自の存在論にとることである.

次にこの理論の解釈を試みる.

4 :見える秩序と見えざる秩序

上記してきた事柄はボームの言葉で述べると，

Explicate Order (顕然、秩序)とImplicateOrder 

(内蔵秩序)の両者の間でのことである.すべて

の事象(または現象)は，出現し消滅するという

processを有する.事象はimplicateされた見えな

い秩序の層からunfoldされexplicateされている

層へと文字通り「顕然する」のである.そして再

び事象はenfoldされ， implicateされた層へと姿

を消す.前節の最初に{j-われた事象Eについての

定式化は， ここに概観した理論がこのようなボー

ムの存在論と切り離すことができないことを示し

ている.そして，こうした議論から実際にハイゼ

ンベルグの運動方程式が導出されてきた. 52年の

形式が最初にシュレーディンガ一方程式を前提に

して始められるのと現在の形式を比べると，現在

のそれは完全に「ボーム力学J，あるいは「ボー

ム存在論」と呼ぶべきものである.ボーム理論の

核心には，事物は生成し，変転し，やがて減して

ゆく， という械めて東洋的な存在の加え方がある

のである 11 すなわち，従来の自然科学の世界観

とは根本的に異なった自然観の上に理論が打ち立

てられているのである.そもそもボーム理論では，

運動という言葉の意味が従来のそれとは異なって

いる.ボーム理論の運動とはExplicateOrderで

のそれだけではなく巴xplicateされた事象とそれ

をunfoldしたImplicateOrderとの「全体的な動
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き」のことまでも含んでいると考えられている.

すなわち，純粋にボーム理論から導出された式(1

2)は観測可能な秩序についてだけの記述ではなく，

その背後に仮定される「ある定義不可能な全体的

運動J15ともいうべきものを内包しているのである.

つまり(12)式は生成と消滅，そして変転といった，

いわば生々流転のprocessの内的なmechanicsを

合意するのである.ボームの物理学は絶えざる変

イヒのprocessからなる存在物の動的な理論であり，

静的なmechanicsではない.それは，言うなれば，

極めてオーガニックなmechanicsだ.ボームは，

あらゆる事象，あらゆる存在物，つまり万物はア

リストテレス流の形相囚を有しているとすら考え

るのである.

ボームは述べている， processは全体的運動の

ことを指し， rl形相囚」という言葉で指示されて
いるのは，外部から課せられた単なる形式ではな

く，むしろ事物が何であるかを規定する本質的な

秩序と構造を生み出す内的運動である ~16，と.こ

こで，ボームが述べる「内的運動」という語は，

「全体的運動」という語に置き換えるとさらに事

態が明確になる.秩序と構造は Implicate

OrderとExplicateOrderとの全体的運動を出地

とするからである.

さらに，こうした存在論は，素粒子物理学のよ

うに存在の究極実体を探し求めるものとはまった

く異なった存在の概念を有している.極微の世界

に究極の存在がある， という凶子論的な存在論で

はなく，変化していること，変動していることこ

そが存在にとっては本質的であると考えるのだ17

A はBとなり BはCとなる.そして， c はDへと
変化し，やがてまたAへとぐるりと円環を巡って

戻ってくる. この一連のprocessのなかで， どれ

か一つをファンダメンタルであるとすることなど

無意味である.むしろ，ファンダメンタルなのは，

このprocessそのものだと考えるのがボーム理論

の核心なのだ.事実，ボームは最終理論であると

か物質の究械の構成実体というものを再認するて

また，量子ポテンシャルは事物を根底から下支

えするinformationのポテンシャルである 18 そ

してかかるinformation自体がimplicateされ，絶

え間なく拡がっている.量子ポテンシャルの効果

は距離やその強度の強弱によって変化するのでは

なく ，t，こだそのformのみによっている 19 そして，

implicateされたinformationが系に対してacti切

なチャンネルに入った場合(系に対してactiveと

なった場合)， informationは自らの形(form)

を文字通り自らのm 内 においてform 形成

しようとする すなわち 'in-form'しようとす

る20 かくして外的であったものが内的になり，

かっ内的なものが外部へと作用するような事態が

生じる.つまり， I内即外，外即内」なる事態が

生じる.こうして，秩序(例えば粒子も一つの秩

序である)が産まれ，その秩序は出現とともに自

らの母胎であるinformationのfieldを自らの存在

でもって改変しようとする 21 そう解釈すること

でしか粒子が設定された実験環境に沿って自らの

振る舞いを瞬時に変化させるという事実に首尾一

貫した説明を与えることはできない.ボーム理論

の代名詞ともなっている量了ーポテンシャルは， こ

のように解釈可能であり，またこのような性質を

有するのである.

5 :世界観について 結論

最後に上記してきた理論の意義について，通常

の量子力学や古典力学(および，古典物理学一般

について)とも比較して再考察し，本論の結論と

しfこL¥ 

たしかにボーム理論構築の最初の動機は，古典

力学(古典物理学)とのギャップを埋めることに

あった.そして実際にそのギャップは最初の定式

化で埋められている.だがここにZehのような誤

解が入り込んだ. しかし，これはZehの一方的な

E呉角干であり， ボーム士里論?はZehが三ド1長するような，

ただシュレーディンガ一方程式を完全に満たすだ

けの「古典帰り」などではない.なぜならば，こ

の理論の理論的形式の背後には古典物理学とも標

準的な量子力学とも異なったまったく新しい存在

論，大きく述べるならば「新しい世界観」がある

からだ.ニュートン力学が生々流転のprocessを

xv BohmとHil巴y文献lのp4には，むしろ最終理論の再
定と物理学帝国主義への批判とも取れる記述がある.ま

た究械実休についての議論は現在進行中だが， P二¥78
は実休ではないというのが我々の立場である.Bohm派

は，実体的な究械存在が恨源的なのではなく，上記した

ように，生成，消滅，変転といった変化のprocess自体
が恨源的だと考える.
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描くことはないし，不可能である.存在は単に無

目的にそこに存在し，外的要因から運動が生じる

だけである.ボーム理論の場合，顕然、している事

象は，ある定義不可能な全体的な運動からの写像，

あるいは影である.それは深層において内的必然

性を持ってそこに生じている(あるいは出現して

いる).すなわち，ボーム理論は古典力学(古典

物理学)とのontologicalな一貫性を担保するこ

とに成功すると同時に，近現代物理科学のパラ夕、

イムに根本的な改変を求めるのである.かかる視

点から術蹴すると，量子力学の標準解釈が説く自

然、観と古典物理学の説く自然、観に大差はない.な

ぜならば，いずれも世界を無目的で不活性なもの

とみなすからだ.

量了会力学は，確かに観測という1]"為を通してこ

ちら側(人間)と対象系との相互作用の必然、性を

明らかにした.だが，それは己をも含めた世界が

自発的かっ形相囚的な内的活性と必然、性を持つと

いうことではない.科学はこうした世界像を「対

象の擬人化」であるとして低俗なものと考える傾

向がある.かくして，現代科学の思考パターンと

ボーム理論の描く世界像は，根底において鋭く対

立するのである.そして，究極的には， この一点

にボーム理論への科学界からの拒絶反応の核心が

あると推測される.なぜならば，繰り返しになる

が，ボーム理論は通常の物理学の枠内からも大き

くはみだし， これまで科学が届いてきた世界像に

大きな変容を迫ることになるからである.

閉じられた有限の世界を物理科学は無限の広が

りを持つそれへと変えていったとされる.そこに

は世界観の決定的な変貌があった， と多くの論者

は述べる 22 だが，ボームの理論は，それ以上に

世界に変貌せんことを要求するのである.このよ

うな意味においてボームの理論とは，世界の創造

なのである.そして， この「創造」はまだほんの

端緒についたばかりであり，この理論がいかなる

世界を人類に開示せしめるかを知るのは，偏に未

来人のみなのであろう.
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